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首
相
官
邸
に
書

「隆
熾
」
贈
る

喬
木
村
伊
久
間
出
身
の
書
家
で
、
同
村

ふ
る
さ
と
大
使
の
田
中
節
山
さ
ん

（
７６
）

＝
本
名

ｏ
田
中
裕
昭
、
東
京
都
武
蔵
野
市

――
が
、
首
相
官
邸

（千
代

田
区
）
を
訪

れ
、
教
え
子
の
安
倍
晋
三
首
相
に
自
ら
手

掛
け
た
書

「
隆
熾
」
を
贈

っ
た
。

官
邸

に
飾

ら
れ
た
書

の
前

で
記
念
撮
影
す
る

田
中

さ
ん
ら

寄
贈
し
た
書
は
官
邸

内
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

田
中
さ
ん
は
大
東
文

化
大
を
卒
業
後
、
成
陰

中
学

。
高
校
の
教
諭
と

な
り
、
安
倍
首
相
の
中

学
３
年
間
は
国
語
を
教

え
た
。
「お
と
な
し
い
生

徒
で
、
勉
強
は

一
生
懸

命
だ

っ
た
。
剣
道
に
も

打
ち
込
み
、
グ
ル
ー
プ

を
大
事
に
し
て
い
た
印

象
が
あ
る
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。
，

日
展
を
通
じ
て
官
邸

か
ら
作
品
寄
贈
の
依
頼

が
あ
り
翁
頑
張

っ
て
い

る
姿
が
重
な
り
、
応
援

し
た
い
言
葉
」
と
し
て

作
品
に

「隆
熾
」
の
２

字
を
選
ん
だ
。

隆
熾
は
、
中
国
晋
代

（
西
暦
３
０
０
年
代
）

の
謝

霊

運

の

「山

居

賦
」
と
い
う
詩
中
の
語

で
、
赤
々
と
燃
え
盛
る

火
の
よ
う
に
物
事
に
強

い
姿
勢
で
対
処
し
て
い

く
―
な

ど

を

意

味

す

る
。

「今
に
生
き
る
精
い

っ
ぱ
い
の
姿
を
筆
に
の

せ
、
文
字
の
中
に
表
現

で
き
た
ら
」
。そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
し
た
た
め

た
。
作
品
は
自
ら
会
長

を
務
め
る
書
象
会
に
対

す

る
思

い
に
も
重

な

り
、
昨
年
の
第
５
回
書

象
展
に
出
品
さ
れ
て
い

る
。昨

年
末
、
妻

ｏ
美
年

さ
ん
と
と
も
に
官
邸
を

訪
ね
、
安
倍
首
相
と
２０

分
ほ
ど
歓
談
し
た
。
作

品
の
構
想
や
出
典
、

意

味
、
作
品
に
込
め
た
思

い
な
ど
を
伝
え
、
田
中

さ
ん
が
任
命
さ
れ
て
い

る
書
道
教
育
充
実
推
進

協
議
会
委
員
や
、
日
本

書
道

（書
き
初
め
を
中

心
と
し
て
）
ュ
ネ
ス
コ

無
形
支
花
遺
産
登
録
推

進
協
議
会
委
員
に
触
れ

る
と
強
い
関
心
を
示
し

た
と
い
う
。

ま
た
安
倍
首
相
の
中

学
時
代

に
話
が

及
ぶ

と
、
「に
こ
や
か
な
表
情

で
当
時
を
懐
か
し
む
姿

も
見
ら
れ
た
ス
田
中
さ

ん
）
。対
面
す
る
の
は
２

０
０
６
年
の
第
■
次
安

倍
内
閣
発
足
後
、
成
険

の
関
係
者
ら
に
よ
る
激

励
会
以
来
と
い
い

「久

し
ぶ
り
の
再
会
だ

っ
た

が
健
康
を
取
り
戻
し
、

元
気
な
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
か

っ

た
」
と
話
し
た
。

田
中
さ
ん
は
大
東
文

化
大
の
名
誉
教
授
で
、

全
国
書
美
術
振
興
会
理

事
や
全
日
本
書
道
連
盟

常
任
理
事
、
書
象
会
会

長
な
ど
を
務
め
る
。

１４

年
に
は
喬
木
村
の
ふ
る

さ
と
大
使
に
就

任

し

た
。
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， 構

′ 寄贈 した書 「隆熾」


